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研究成果の概要： 白頭山およびそれを包括する蓋馬溶岩台地に関して、現地調査、衛星デー

ター解析、採集した資料の化学分析・年代分析、国内の関連地層の調査・年代分析などの手法

を用いて、白頭山１０世紀巨大噴火の概要、白頭山及び蓋馬溶岩台地の火山学的な実態を明ら

かにしようとした。開始してから１年後に北朝鮮のミサイル問題・核開発問題などの諸問題が

発生し、現地での調査や研究者との交流などの実施が徐々に困難になっていった。そのため、

すでに収集していた試料の分析、衛星データーの解析及び国内での調査に研究の主力を移し、

可能な限りの成果を得ようとした。その結果、近年発生している白頭山における地震多発とマ

グマ活動との関係、存在は知られているが分布や内容が全く未知である蓋馬溶岩台地の概要が

明らかになり、更に、地下におけるマグマの成因についても一定の結論を得た。混乱状態にあ

る白頭山１０世紀噴火の年代問題をふくめ、また、北朝鮮からの論文を含め、研究成果は１２

編の論文として論文集にまとめられつつある。 
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１．研究開始当初の背景と経緯 

 本研究開始以前より、白頭山の１０世紀噴

火及びその噴火史に焦点を絞って中国研究

者と共同研究を行っていた。そこに北朝鮮地

震局などから白頭山の地震活動の活発化の

報告と共同研究の依頼が、日本火山学会を経

て寄せられた。そこで、北京において日朝中

３ヵ国の関係者が集まって打ち合わせ会議
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を行った。その会議での合意を受け、３ヵ国

による共同研究をスタートさせようとした。

研究内容としては従来からの１０世紀噴火、

噴火史に加えて、白頭山で 2002 年から活発

化していた地震活動に関連した項目を付け

加えた。 

当初は本研究はスムースに進行するもの

と期待されたが、北朝鮮によるミサイル発射

実験、核爆発実験を契機にした渡航自粛勧告、

更には、中国現地当局などの対応問題なども

あり、現地での調査や研究者との交流などが

徐々に困難になっていった。本研究では、一

定程度進んでいた中国国内での調査研究よ

りは、北朝鮮国内にまで分布すると予想され

る１０世紀噴出物の主要部分、そして蓋馬溶

岩台地など、朝鮮国内における調査研究のほ

うがより重要と考えた。そのため、政治状況

の改善などを期待し、本研究の実施期間を延

長していただいた。勿論、状況の改善がない

場合も考慮し、国内にいても実現可能な項目

をあげ、それを実施していった。 

 
２．研究の目的 

本研究では当初の目的を可能な限り維持

しつつも、北朝鮮への渡航自粛などにより不

可能になった項目は廃棄し、新たな環境にお

いても実施可能な目的に変更することにし

た。初期の段階で設定した目的は以下の３項

目である。 

（1） 白頭山の基礎をなす蓋馬溶岩台地

をふくめ、地質調査、岩石の化学分析及

び年代測定によって同火山の発達史とマ

グマ時空変化を、鮮新世以降現在にわた

って明らかにする。 

（2） 白頭山の 10 世紀噴火を含めた近世

の噴火の規模と推移を明らかにする。 

（3） 近世の噴火が周辺社会に対して与

えた歴史的影響を、文献調査及び考古遺

跡発掘調査をもとに明らかにする。 

これらの項目の内新たな環境で可能なこ

ととして、目的については以下のような３項

目に変更を行った。 

（1） 中国や北朝鮮での地質調査が困難

ないし事実上不可能になったので、衛星

による情報を最大限に利用して、白頭山

を含めた蓋馬溶岩台地の地形・地質学的

な特徴を明らかにする。 

（2） すでに採集している岩石を用いて、

白頭山及び蓋馬溶岩台地地下におけるマ

グマ活動について、その成因と年代等を

明らかにする。 

（3） 古文書調査、国内における関連堆積

物の発掘調査、そして衛星搭載の合成開

口レーダーによる解析によって、近世の

噴火活動と、白頭山において 2002 年～

2005年当時発生していた噴火危機につい

て明らかにする。 

 
３．研究の方法 

（1） Space Shuttle および ASTER 衛星に

よる数値地図を用いて、蓋馬溶岩台地及

び周辺地域の赤色立体図を制作し、解析

する。その情報と、中国及び北朝鮮によ

って公表されている地質図や文献との比

較検討によって、a.の項目の目的を達成

する。 

（2） すでに保有している岩石の化学分

析及び K-Ar 年代測定によって、b.の目的

を達成する。 

（3） 古文書調査に関しては、国内でもア

クセスが容易な文書として「李朝実録」

と「高麗史」に焦点を絞って調査を行う。

白頭山 10 世紀噴火の正確な年代を知る

には十和田火山の平安噴火の年代が重要

であるが、B-Tm 火山灰、十和田平安噴火

火山灰が堆積し保存されていると考えら



れる国内の湖沼における発掘調査を行う。

合成開口レーダーによる解析としては、

ENVISAT 及び JERS-1 のデーターを用い

SAR干渉法によって2002年～2005年当時

の出来事について解析する。 

 

４． 研究成果 

（1） 名称は知られながら実態はほとん

ど知られていない蓋馬溶岩台地について、

分布範囲や構成している火山体など、そ

の全容が明らかになった。また、プレー

ト運動との関係についても言及された。 

（2） 蓋馬溶岩台地を構成する火山の年

代として南側の北朝鮮から中国に行くに

従って年代が新しくなる傾向はあるが、

明瞭ではなかった。また、最も北側に位

置し、蓋馬溶岩台地の西側にある龍湾火

山区は新しく形成されつつある溶岩台地

であるらしい。 

（3） 李朝実録」と「高麗史」を全巻検討

したが、中国や北朝鮮で指摘されている

部分を含め、火山噴火に関する明らかな

記録は存在していない。 

（4） 2002 年から 2005 年にかけて白頭山

周辺で発生した地震の多発は、地下５km

くらいの深度にマグマが上昇し、初期は

分離してきた熱水により、後期はマグマ

自体の上昇によるものと推定された。 
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